






明治末の 1911 年には東京市の髪結は 3 万人いたと言われている 1）。明治から大正にかけての




In this research note, I’d like to examine how women’s hair and hairdressing were defined 
by Sokuhatsukai group, who tried to promote western hairstyles among Japanese women 
in the late 19th century. Most men in Tokyo and in other big cities had western hairstyles, 
many of them even wearing western clothes, whereas women of all classes had “traditional” 
decorative Japanese hairstyles and Japanese dress. A group of men, and some women, 
stood for “improving” women’s hair, for from their view Japanese hairstyles were filthy, 
constraining, expensive, and in sum, “backward.” The group was active for a relatively short 
period of time but very influential especially on high school girls.
 This note focus on two of the earliest written promotional materials by the group; one is 
a brochure, Sokuhatsukai wo Okosu Shushi, in which the group explained their goals. The other is 
a record of public speech, “Sokuhatsukai no Sansei wo Kou,” made by Watanabe Kanae, one 
of the founding members of the group. The speech was then made into a serial on Yomiuri 
newspaper. By comparing these two promotional materials, I’d like to show that there were 
opposing views on women’s development in the group, optimistic and pessimistic, but neither 
of them singled out women hairdressers as the “cause” of women’s backwardness, the type 

































































本論では渡邊鼎と石川瑛作が 1885 年 7 月に婦人束髪会を立ち上げたときに出版したパンフ
レットである「婦人束髪会を起す主旨」10）（以下「主旨」）と、その 1 か月後の 8 月 18 日から










































どでの講演や実演の教室などを開催し、新しい髪形を盛んに宣伝した 18）。このため結成から 4 ヶ
月後の 11 月には会員が 2000 名を超えていることを新聞では伝えている（『読売新聞』1885 年
11 月 7 日）。宣伝活動が功を奏して、束髪はこの後数年間大流行することになった。彼らが主要



























という 3 点である。これに対し、渡邊の 8 月の連載においては論点はやや異なっている。『読
売新聞』の「賛成を乞」では①「衛生上に害あり」、②「経済上にて不利なり」、③「交際を妨
げ不便を極む」となっている。「婦人束髪会を起す主旨」での最初の 2 点が「衛生」の問題と
してまとめられ、第 3 点の「経済」と「交際」が分割されて 2 つのポイントに分けられている。
「交際」の問題が 7 月の「主旨」では軽く述べられているにとどまっていたのに対し、『読売新聞』
の講演記録では重視され独立した論点になっている点が大きな違いであると言えるだろう 19）。











































































































「髷が妨害」していると指摘している（『読売新聞』1885 年 8 月 25 日）。
束髪を女性たちが自分で結うということは、渡邊によると 2 つの利点があった。第 1 点は女





































































位置づけられたのであろうか。この観点から重要なのは、1885 年 7 月の「主旨」においても、
渡邊の『読売新聞』における主張でも、髪結に関する直接的な言及は少なく、また髪結女性た


















































これまで見たように、婦人束髪会が 1885 年 7 月の結成時に配布した「婦人束髪会を起す主旨」
および会則と、同年 8 月 18 日から『読売新聞』で連載した渡邊鼎の講演では、日本髪の問題


















化したものではなかった。このように、7 月の「主旨」と 8 月の渡邊の講演においては、矛盾
する女性観に基づいて議論が行われていた。7 月の「主旨」が女性の成長を前提とした議論で





































































1885 年 11 月に出版されており、婦人束髪会が発会した最初期とはややコンテクストが変わっている。今
回は主張の内容の違いに焦点を当てるため、「日本婦人改良論」については議論しない。
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が 9 月 1 日午後 2 時から青山南町 4 丁目の梅窓院で「婦人束髪の利益を俗談にて演説」することが報じら
れている。（『読売新聞』1885 年 9 月 1 日）。「弁士」は渡辺鼎、鈴木萬二郎、木梨精太郎、和崎義路、石川
暎作となっている。②の例としては、9 月 13 日午後 2 時 岸院において「通俗衛生会」が開催され、その
演目の一つとして渡辺鼎の「束髪法の説明」が入っている。ほかの演目はコレラ病予防、飲酒の利害、運
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